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研究成果の概要（和文）：　欧米の協定校に1年間留学した日本人学生の人間関係の実態を留学前、留学中、留学後に
分け縦断的に人間関係構築過程について2回調査した。第1回調査では英語力不足を克服した者は、周囲の人間関係の広
さと深さにおいて克服しなかった者に比して勝っていたことが観察された。
　「異文化友人関係の形成過程モデル」を使い「住環境」と「友人関係構築」の関係に関する事例研究でも教育環境、
英語力も同じ2名の学生の留学成果が大きく異なった要因は、住環境の違いに起因する友人関係形成の違いであった。
帰国後の調査でも、概ね留学成果を高く自己評価した者は、その理由の一つとして良好な人間関係の構築にあったと回
答している。

研究成果の概要（英文）：A longitudinal study involving questionnaires and interviews on Japanese 
students’ interactions over two semesters with their hosts during the period of their study abroad was 
conducted at three different stages; before, during and after their study abroad. In the investigation of 
the first cohort it was observed that a group of students with successful interactions overcame the lack 
of communication ability due to poor English skills as compared to a group with less successful 
interactions. A case study utilizing “a model of formation process of cross-cultural friendship” showed 
that two students whose English skills and educational circumstances were very similar experienced vastly 
different levels of satisfaction; this result was solely due to differences in the way they interacted 
with others in their respective accommodations.
In conclusion, the majority of students with high satisfaction levels state that it was due to excellent 
interactions they experienced while abroad.

研究分野：人文学・国際教育
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１．研究開始当初の背景 

(1) 本学では欧米の国際交流協定校（以下、協定校）

から留学生を多く受け入れているが、本学に留学中

に日本人とどのような異文化交流をしているのか、

日本での異文化適応について 2005 年から数年間調

査研究した。当然、次のテーマとして、欧米の大学

に留学する日本人学生の異文化環境での人間関係の

構築、異文化適応等について研究することとなった。 

 

(2) 異文化環境で留学生活をおくった日本人学生達

に帰国後、その成果について聞き取り調査を数回行

ったが、人間関係の因子が大きく関わっていること

が観察された。それに関して留学前から留学後まで

彼等の留学生活を追跡調査し実証的な研究へと発展

させたいと考えた。 

 

(3) 平成 21年度(2009年度)に「派遣留学の拡大と学

生の動機づけの研究」が学内の「全学研究推進機構」

の研究プロジェクトとして採択され、本研究の予備

調査としてまず、日本人学生の留学動機に関する研

究に着手した。翌年度の調査結果によると留学中の

人間関係がこの動機の維持、増幅に大いに関わって

いることが示唆され、留学動機も含めてプロジェク

トをたちあげた次第である。 

 

２．研究の目的 

(1) 本研究は、欧米の協定校に留学する本学の日本

人学生を対象として、日本出発から帰国まで１年間

の留学中の人間関係構築の過程を縦断的に追うこと

により「異文化適応力」習得の過程を研究すること

が目的である。まず、留学動機の変動についても人

間関係がその変動にどのように関係してくるのかも

観察する。 

 

(2) 本研究では、異文化適応力に関係する要因は人

間関係がうまく構築できるか否かに関わっている

ことをまず、明らかにすることである。また、それ

以外に被験者のコミュニケーション能力、性格、異

文化に対する態度等も異文化適応力に関連する因

子と考えられるので調査に加えた。 

 

(3) 個々の日本人学生の異文化適応力習得過程の

解明を目的として人間関係の構築過程を1年間にわ

たって質的方法で縦断的に追った。その中でケー

ス・スタディとしていくつか事例研究も取り上げ、

留学中の人間関係が留学成果の自己評価にいかに

重要に関わっているかを解明することが目的であ

る。データ分析を質的方法で行ったのは、アンケー

ト調査による量的分析だけでは見えてこない、その

過程の解明が目的であるからである。 

 

３．研究の方法 

(1) 平成 24年度の秋と 25年度の秋から、米国・欧

州の協定校に 1年間留学する日本人学生を一サイク

ルとして被験者を選定し、留学前・留学中・留学後

の段階でそれぞれアンケートとインタビューによっ

て 2年分データを収集した。留学中はメール、ブロ

グ、アンケート等を用いてデータ採取に努めたが、

可能な限り留学中の学生に直接面談しデータを取っ

た。平成 24 年度中に収集したデータは質的研究法

を用い、その解析は 25年度に行い、25年度中に収

集したデータの解析は 26年度に行った。 

 

(2) 研究方法としては基本的には質的研究法の観点

からインタビュー法を用いたが、アンケート手法も

同時に利用したが、インタビューの補助データとし、

数が十分でないので統計による量的分析は行わなか

った。今後、長期的に研究を継続し、被験者数があ

る程度蓄積されれば量的方法も可能になり、質的・

量的研究法を組み合わせた統合的方法も可能性も探

りたい。 

 



４．研究成果 

(1) 本研究の調査対象者総数は 22名であり、その内

訳は平成 24年秋から 1年間留学した学生が 14名、

25年秋からは 8名である。彼等全員に留学する前に

留学動機についてアンケート調査を行った。学習動

機の定義は Zoltan Dornyei の言語学習動機の定義

を、また留学動機づけの枠組みとしては Edward 

Deci と Richrad Ryan の 自 己 決 定 説

(Self-Determined Theory)理論を援用した。この理

論は自己決定性が一番低い「無動機」、次に「外発的

動機」、そして自己決定性が一番高い「内発的動機」

へと分かれる。外発的動機はさらに自己決定性や自

律性の度合いによって 4段階に分かれ、最も自律性

が低い「外的調整」から、「取り入れ的調整」、「同一

視的調整」、「統合的調整」へと高くなっていく。22

名全て「外発的動機」であったが、「外的調整」が 2

名、「取り入れ的調整」が 4名、「同一視的調整」が

12 名、「統合的調整」4 名であった。とうぜんのこ

とながらかなり高い自己決定性を示している。また、

動機づけとなった外発的要因として友人、先輩、教

員からの影響が大きい。 

 Dornyei の定義によると動機とは「人の行動の方

向性と強さ」であり、留学動機は人の意識を留学に

向かわせ（＝方向性）留学のための外国語学習等を

開始したり継続したりする原動力（＝強さ）である。

動機の強さは連続する一定の方向線上で強くなった

り弱くなったりし、または、全くなくなったりして

時によって変化するものであると捉える。今回は留

学前と留学後の動機について調査したが、留学後全

ての学生の自己決定性の段階が高くなっていること

が観察され、「内発的動機」に到達したと思われる学

生が 2名いた。留学中は様々な困難に遭遇し彼等の

動機は一時的には弱まることはあったと伺えるが、

最終的には課題を克服したという。その克服してい

く過程では、留学当初は日本にいる親や友人に頼る

傾向があったが、留学期間が長くなるにつれ現地で

構築した新しい人間関係によって克服している。概

ね、留学前の彼等の動機は「自己決定性」が高いこ

とが確認された。その留学動機を留学中もある程度

維持し、留学後の成果・満足度にも関係する要因は、

良好な友人関係の構築にあるとする者が多い。 

 

(2) 事例研究として取り上げた 2 名の学生のケース

は、同じ大学環境で英語力もほぼ同じレベルで留学

をスタートした学生たちの最終的な留学成果が異な

った要因は、住環境の違いに起因する友人関係の形

成にあった。 

 工藤和宏の「異文化友人関係の形成過程モデル」

を使い、欧州の大学に留学した学生の「住環境」と

「友人関係構築」の関係を中心に考察した。工藤の

モデルは 4つの段階があり、第 1段階は、日本人留

学生が他人との接触する機会を持つことが必要であ

るとする。まず、住居や大学でホスト（現地学生、

留学生等）と接触することである。これを「物理的・

機能的・社会的接近性」と呼ぶ。そして、その接触

から「自己開示・共行動」をしながら、お互い「友

人観・相性の合致」を確認する第 2段階に入る。そ

して、次は「関係的・異文化アイデンティティの形

成」をする第 3段階へと発展していく。最後の第 4

段階は、その形成を強化する段階である。 

 学生AとBはアパートタイプの学生用の住居に住

んでいたが、その住形態は大きく異なっていた。留

学当初、共に英語運用能力は低かったが、留学 6ヶ

月後、両者の英語でのコミュニケーション力に大き

な差が出てきた。異文化友人関係の構築過程につい

て、学生 Aの場合は、そもそも第 1段階である「ホ

ストとの接触が始まる機会」がなく、友人構築に発

展する過程は観察できなかった。しかし、学生 Bは

第 1段階から次の段階、共に行動し留学生の中から

相性の合致する人を見つけ、「関係的・異文化アイデ

ンティティの形成」、そして、「その強化」へと進ん

でいったことが観察された。同時に、その友人構築



の成果が英語の運用能力を伸ばし、後期授業の履修

を容易にし、前期で帰国してしまった留学生の代わ

りに、現地学生との交流の機会も増えホストの中身

も変容していった。このような友人関係構築の相違

が二人の留学成果に関する自己評価の違いに影響さ

れたことは明白である。この場合、学生にとって留

学当初いかに多く「接触する場」があるかどうかが

重要であり、さらに学生がそれを友人関係構築の機

会と捉え、自らイニシアティブを取って積極性に進

めていくことも必要である。 

 

(3) 留学中の人間関係構築過程を探るだけでなく、

平成 25（2013）年秋から 1 年間留学した学生につ

いては彼等のコミュニケーション能力、性格、異文

化に対する態度に関してアンケートとインタビュー

によって調査した。 

 

① 語学力・コミュニケーション能力が優れていれば、

異文化環境で第 1 歩を踏み出す際は有利であるが、

4 名の学生学生を除く被験者 18 名はその能力に秀

でてはいなかった。しかし、16名は最初の能力不足

のショックを克服し様々な方法を使って語学力・コ

ミュニケーション能力が次第に上達させていったこ

とが観察された。さらに調査が必要だが、今回の調

査からは異文化適応に関して、語学力・コミュニケ

ーション能力はそれほど重要な要因であるとは言い

難い。 

 

② 性格については、心理学調査で使われる英文の人

格目録 (Personality Inventory)も参考にしながら

本研究に関係あると考えられる項目を抽出しアンケ

ートによる調査を行った。被験者は自身の性格につ

いて明確に積極的な性格だとは回答していないが、

概ねどちらかと言えば積極的だと考えている学生が

多い。ただ、フォローアップ・インタビューでは、

留学前消極的な性格であった（と思っていた）のが

留学後かなり積極的になり、「新しい自分」を発見し

たと回答した学生が 5名いた。今回の調査から性格

については、重要な要因であると推測されるが、こ

の要因については当初の研究計画には入っていなか

ったため、項目の妥当性について十分論議すること

はできなかった。今後、人格目録項目の再検討も含

め性格に関する研究方法等について深めていきたい。 

 

③ 異文化に対する態度についても平成 24（2012）

年プロジェクト開始当初から留学した学生 2グルー

プを対象に 5段階回答のアンケート調査を留学前に

行っている。留学動機同様、留学を希望する学生の

異文化に対する態度はそうではない学生に比べ、柔

軟であり関心も高い。5段階で 5と 4をポジティブ

な回答としたが、双方のグループ（2012年秋出発組

と 2013 年秋出発組）の平均は、前者が 4.4 であり

後者が 4.2である。 

留学後のインタビューからも大半の学生が協定校の

留学生及び現地学生との良好な関係を築いた要因の

一つがこの異文化に対する柔軟な態度であることが

伺えた。 

 

 (4) 欧米の大学に留学する日本人学生の人間関係

構築過程の解明を目的に研究を開始し、2012年から

1 年間の留学生活を送る日本人学生を対象に縦断的

に調査してきた。本研究の方法は被験者の数が多く

ないので量的分析方法より質的方法を選び分析を試

みてきたが、いくつかある質的な研究方法の中で、

何を用いるのが適当なのか検討する必要がある。今

後のデータ分析方法については、「KJ法」、「グラウ

ンデッド・セオリー・アプローチ」、量的・質的方法

の両方の利点を持つと言われる「PAC (Personal 

Attitude Construct)法」等のような方法が考えられ

るが、今後、質的研究方法についてさらに検討した

い。また、被験者数がある程度増加すれば、5 段階

スケールで行ったアンケートを統計学的に分析する



ことも可能となる。ただ、質的方法と量的方法はそ

れぞれ一長一短があり、研究方法そのものの本質的

論議は今後の重要な研究課題としたい。 
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